
様式2 令和４年度　学校運営協議会（コミュニティ・スクールくさつ）の実施報告および議事概要

１、日時・場所

第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

６月２日（木）
16時30分～18時00分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

校長室

２、委員の出欠

名　　前
会長

副会長
出欠 出欠 出欠 出欠

1 永原　光一 〇 出席

2 山元　明 出席

3 長澤　敏一 出席

4 山元　孝子 ◎ 出席

5 新庄　正幸 出席

6 能勢　紘実 出席

7 宇都宮　加奈子 出席

8 小寺　厚子 出席

※名前に記されている印は、◎会長　○副会長

名　　前 出欠 出欠 出欠 出欠

1 成田　陽子 出席

2 黒川　真紀子 出席

3 林　孝治 出席

4

5

３、傍聴人の有無 傍聴人　　　　　０　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人

４、議題および主な意見 第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

基本
理念

市
重点

学校
重点

学校運営基本方針の承認について 基本施策番号（　    　） 基本施策番号（　    　） 学校評価について

3 道徳教育・人権教育の推進
議題 議題

○ ○ 4 いじめを根絶する取組の推進

○ 5 健やかな体づくりの推進

◎ 6
社会性や豊かな情操育てる教
育の推進

◎ 7 インクルーシブ教育の推進

◎ 8 ＩＣＴを活用した教育の推進

9 読書活動の推進

〇 10
基礎学力向上のための取組の
充実 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　　　　） 基本施策番号（　　　　）

◎ 11 英語教育の推進
議題　地域の活力をいかに活かしていく
か

議題 議題

○ ○ 12 教職員研修・研究活動の充実

13
教職経験に応じた人材育成の
推進

14
教職員の健康管理と働き方改
革の推進

◎ ◎ 15
地域の活力を生かした特色あ
る学校経営の推進

16
教職員の指導体制・学校支援
体制の充実

○ ○ 17
配慮を要する子どもへの支援
体制の充実

成果および課題

・取り組んだ学習を広めていくことが大切
であるので、課題探究したことを周囲にも
広げる手立てを考えたい。パンフレットや
紹介文を作成し、まちづくりセンターで配
付したりと協力していくこともよい。・地域
の宝を十分に生かせるネットワークを考
え、地域教材と地域ボランティアの発掘を
運営協議会で行いたい。

笠縫学区民生児童委員協議会会長

日　　時

場　　所

役　職　等

笠縫学区まちづくり協議会会長

おうみ通学路アドバイザー

元小学校長

元小学校長

PTA副会長

図書ボランティア代表

地域コーディネーター

役　職　等

校長

教頭

教務主任（地域協働合校）

施策の基本方向・項目 基本施策
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主な意見 主な意見

４学校経営の充実

主な意見

概要 概要

主な意見 主な意見

２確かな学力の育成

３教職員の指導力
の向上

現状の姿
学校区の強みを再確認して、学校と地域
が協働でできるプロジェクトの計画を新た
に進めたい。

概要 概要

主な意見
令和４年度の学校運営基本方針の中で
も特に、地域との連携に注力していくこと
について学校から説明した。委員から、
「協力を惜しまない」との承認を得た。

主な意見
コミュニケーション力の向上を意識した取
組を。大人が学ぶことで子どもも学ぶ。親
でありリーダーである意識を持たせたい。
支援ボランティアの幅広い発掘。計画に
重みを付けたり、精選が必要。様々な団
体が何をしているか知り、横断的なつな
がりが大切。


